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１３スクミリンゴガイの生態と防除対策
課題名 分類 ①

キタジンＰ粒剤の防除効果

試験研
究年次

63～１年（完了）

Ｉ 目的
スクミリンゴガイに対するキタジンＰ粒剤の防除効果を明らかにする。

Ⅱ試験方法
１試験場所八女市津江
２耕種概要品種：「日本晴」、移植：６３年；７月５日、 1年；６月３０日、稚苗移植、

水深：平均５cm，
３区制．面積６３年：ｌ区36～70㎡、ｌ区制。1年：３８㎡、ｌ区制°
４散布時期・量・方法
６３年：移植１日後に３kg及び5kg／lOa、１年：移植３日後に４kg／lOa

を手散布
５供試貝薬剤散布前に殻高２cm以上の貝を約１頭／㎡放飼。
６調査方法
（１）貝の生息状況６２年は調査最終日に死貝数を、６３年は所定日に生貝数を調査。
（２）食害状況区の中央部と両端部から各50株、計150株を選び、下記の食害程度基準

に従って調査し、食害度を算出。
Ｏ：食害なし、１：食害葉割合l/3以下、２：同１/3～2/３，３：同２/3以上、
４：全茎葉が完全に食害（欠株に相当）
また、下式により食害度を算出。

食害度＝100（４×Ｎ４＋３×Ｎ３＋２×Ｎ２＋Ｎ,）／４×調査株数
ただし Ｎｉ～Ｎ４：食害程度１～４の株数

Ⅲ主要成果の概要
１キタジンＰ粒剤の10a当たり３～5kg散布で、約20日間程度水稲の被害が防止できる。な
お、本貝の要防除期間は移植後約３週間であるので、粒剤の１回散布で防除が可能となる。
２キタジンＰ粒剤には高い殺貝効果が認められる。
３本試験条件下では薬害は認められていない。
４以上のことから下記の防除法を確立した。なお、
認めてからでよい。

防除法

散布時期は移植翌日以降、貝の侵入を

薬剤名処理方法散布量使用時期

キタジンＰ粒剤水面施用３～5kg／10ａ移植翌日以降、貝の発生を認
めてから
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表スクミリンゴガイに対する防除効果（63年）
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注ｌ）食害程度「４」の株を欠株とした
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第２表スクミリンゴガイに対する防除効果（１年）

供試調査累積被害株率欠株率食害度
薬剤時期死貝数（％）（％）
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注）試験区の周辺から少数の貝が侵入したため、累積死貝数は
放飼貝数と一致しない．

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
11990年度主要農作物病害虫防除基準に採用した。
２用水路、クリークなどでは絶対に使用しない。

Ⅵ今後の研究上の問題点
１キタジンＰ粒剤散布後の水田内侵入貝に対する防除効果の持続性
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